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田植機用の育苗における播種労力の分散について

富　樫　伸　夫・尾
飯　田　恭　平・橋

形　　　浩

本　　　進

（福島県農試）

1．ま　え　が　き

近年田植機の出現により，植付作業の磯枕化について

は，ほぼ明るい見透しがついてきた。しかし，前作業と

もいうべき播種作業については，板洗常用は別として，

土付苗の場合は，従来までの育苗法とは異なり箱育苗に

ょるもので，その工程の複雑さからみて慣行作業以上の

労力を要するものと思われた。

そこで，一般農家が実施している折衷苗代と田植機（

稚苗）利用を前握とした箱育苗の播種作業時間を解析し

問題点を把達しようとした。

また，田植機を基幹とした作業体系が組まれる場合，

箱育苗の播種期は，4月下旬～5月中旬になり，本田耕

転，畑作物の播種等労力のピークを形成する時期なので

労力の均分化を図る手段として播軽作業を冬期間に分散

することが望ましい形態であるが，はたして発芽するも

のかとうか，もし発芽してもその苗質はどうか，という

点が当然問題視されるので，時期別（冬期）に播種して

おき，春期発芽試験を箱育苗について実施した。

2　試　験　方　法

1．播観作業調査

tll苗箱作業：Ⅰ様式，1様式，皿様式の播穐作業工程

を，個別作業ごとに計測し組立てた。

12慣行作業：機械化実験集落で，昭和38年から41年ま

で農家が記帳したものを集計平均した。

2．発芽試験

山　供託品種：ササニシキ

（2）供託育苗箱：木製　60e椛×30e孤×3e花

（31供就床土：埴壌土（11月上旬採坂，3m筒通し，

自然：乾燥）

（4）播種時土壌水分：10～12％

t51播種時期：12月21日，1月5日，1月20日，2月

4日，2月18日，3月4日，3月20日，4月5日。

t6I　育苗法：4月14日より育苗器（農研式）に入れ，

播種から発芽勢調査までは30℃内外とし，以降田植

機用育苗法に準じ，室内温度も逐次下げ，後半10日

をビニールトソネルにより育苗した。

3．試　験　結　果

1．播種作業時間の解析

第1表は田植を利用した場合と慣行との作業時間を比

較したものである。

慣行の場合の播穏作業は折衷苗代で．短冊作りからポ

リ被覆までの時間である。一方田植機用の播種は，苗箱

の準備から覆土終了までの時間で，Ⅰ様式，Ⅰ様式は10

α当り15箱とし．Ⅲ様式は11箱として換算した。田植は

苗取り，植付，補梅の3つを合せた時間である。

まず播種は，慣行の場合は10¢当り5．2時間で終了し

ているが，田植機用の場合は，Ⅰ様式5．8時間，Ⅰ様式

7．6時間，皿様式5．2時間と，皿様式以外は慣行より多
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第2表　苗箱播種作業時間の内訳（1箱当り）

第3蓑　発芽勢分散分析表

くの時間を要し，3機種平均値が慣行に比し19・2％の増

加であった。

稚苗用田植機を利用する場合の作業時間は，このよう

に箱育苗の播種の時間が多くなるため，田植だけをみれ

ば田植機の使用によって慣行の22％に減少するが，播種

を含めた総合としては慣行の37％という結果になる。

つぎに，箱苗膏の作業内容を検討すると第2表に示し

たように，仕切りのセットに要する作業が各機種平均で

41．5％になり，ついで播種．土入れ，覆土の順である。

このように，仕切りをセットする作業は，播種作業の

中で最も複雑であり，今後作業時間の減少という面も考

慮して検討を加え，単純化していく必要があろう。

なお表の仕切りセット作業には補強材料入れも含んで

おり．また皿様式は仕切りセットと土入れが同時作業に

なっているので，塊として計算してある。

2．播種時期の分散と発芽との関係

発芽勢（育苗開始後6日日）は総平均が82．6％で，最

第　4表
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も発芽の良いのが12月21日播きの88．6％で，ついで1月

5日播きの87．2％，最も発芽の悪かったのが4月5日播

きの72．2％であり，最高と最低の間に16．4％の開きがあ

る（第1図）。しかし，これは第3表の分散分析の結果を

みれば明らかなように，ブロック間の差の大きいことが

影響しているもので，処理区間の有意差は認められない。

また，播種後10日日の発芽歩合では各区間の差は殆ん

と見受けられず，最も高い区と低い区との差はわずか1

．4％で，平均発芽歩合は98．3％であった。

また，第4表は発芽した苗の生育状況を播種後10日と

20日後に調査した結果である。

10日目の草丈についてみると∴総平均9．Oe孤であり，

最長が12月21日，3月20日播きの9．5e孤で，最低は2月

18臥　4月5日播きの8．4e乃となって，時期別の一定の

傾向は認められない。葉数は平均1．8葉で．区間の差は

殆んとなかった。

播瞳後20日における調査でも，前回と同様に区間の基

の 調 査
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が少なく，時期別の一定の傾向はみられなかった。

このように，冬期に播種し，春期芽出しの作業工程を

辿っても．発芽，苗質には区間の差とみられる点が殆ん

となく．冬期間の播種は可能であるといえる。

4．む　　す　　び

田植機が一般的に利用されるような情勢になってきた

場合に，現状のように，慣行より機械利用のため播種時

間を多く要するのでは問題があろう。

したがって，箱育苗全体としての省力的な方向への改

善が必要であり．当乱播種作業の単純化の問題，とく

に苗箱仕切りセットの簡素化の究明という点を検討する

ことが，播種作業時間短縮に結びつく一手段であろう○

また，差し当って，本試験で可能性が明らかになったと

ころの，播種期を冬期間へ移行させる育苗方法が，労力

調整および作業改善への有効な一手段と考えられる。

乾田直播栽培による用水量の変化について

千　葉　文　一・宮　本　硬　一

（宮城県農試）

1．ま　え　が　き

水田農業の機械化に伴なう土地基盤整備や新栽培法の

導入によって水田の用水量に変化が起り，これが水管理

や用水計画に重要な問題となる。

水田の機械化栽培体系としては，安定した収量をあげ

るにはまだ問題はあっても，乾田直播栽培が最も望まし

い栽培法と考えられている。この乾田直播栽培は代か

き，あぜぬりを行なわず．初期かん水の時期が，普通移

植栽培の場合よりずれるなど，水管理上の特徴を有し．

時期的な用水量にも大きな変化をもたらす。

そこでこれらの問題を明らかにするため，昭和39～41

年に県内3カ所の現地水田で，乾田直播栽培による用水

量の変化について試験を実施したのでその結果をまとめ

て報告する。

2．就　雲集‘方　法

1．試験実施場所と土壌条件

（場　所）

①仙台市原町

②仙台市中野

③志田郡松山町

④登米郡中田町

2　用水量測定法

（土壌条件）

囁　壌　土　透水性小

灰色埴賃土　透水性小

泥炭埴壌土　透水性中

灰褐色軽埴土　透水性大

帆　初期かん水量

パーシャルフリュームを使用して，かん水流入量

を測定した。

（2）湛水期間中の用水量

直角座標自記水位計を設置して，毎日の水田水位

を判定し，あわせてN型用水量測定器，漏水量測定

器などを使用して．随時水田減水深を測定した。

3．耕種方法

乾田直播，移植栽培ともに現地における標準耕

種法忙よった。

3．試　敦　結　果

1．初期かん水量

水田における初期かん水は普通移植栽培では代かき，

あぜぬりのためのかん水であるが，乾田直播栽培ではこ

れらを行なわない。初期かん水は湛水切換えのためのか

ん水だけで，かん水時期も6月中旬とずれてくる。この

両水田の初期かん水量も比較測定した結果を第1表に示

す。

これによると乾田直播栽培の初期かん水量は，かん水

前の土壌の乾湿によって変化するが，移植田の代かき用

水にくらぺ，20～50％位少なくなっていた。これは耕種

法の違いによるかん水前の水田面の状態と，それにとも

なう土壌水分，空隙量の差によるものと思われる。しか

し登米郡中田町の試験では，乾田直播田の初期かん水の

方が，代かき用水より多くなっている。これは耕種法の

違いによるものではなく，かん水流入量とかん水時間の

違いによるものである。この直播田は面鏡が60（Zがかな

り広く単位時間当りのかん水量が移植田の代かき時の半

分以下であった。したがって直播田の全面湛水までの経


